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１．開  会  １４：００～ 

 

２．由利地域協議会長あいさつ   

 暮れの忙しい中ご出席ありがとうございます。新年度予算編成を控え大事な時期。 

地域のことを地域の住民が意見を述べ、解決にあたっていくこの会が、形骸化してはなら 

ないがなりつつある。このような中で出席いただいた方に感謝申し上げたい。 

  予算編成の時期に話題にでるのが、厳しい財政状況についてであるが、正確な情報であれ 

ば問題ないが、間違った情報を話している住民も多い。今回１８年度決算状況等を佐々木 

理事から説明がある訳ですが、我々協議会委員は充分に説明を聞き、理解して今後の地域 

づくりに望むことが大事。 

  来年も精一杯邁進していきたいので、皆様におかれましても御難儀をおかけいたしますが 

ご協力方お願いいたします。 

   

３．行政報告  ～進行：佐藤千秋会長 

議事録署名人を矢萩富貴委員、佐藤利明委員にお願いします。 

   ○ １８年度一般会計決算の状況について ～佐々木理事（※別紙資料①により説明） 

   ・冒頭に R108 前杉バイパス事業についての説明あり。 

   （Ａ委員）公債費算定基準の旧算定から変わった内容は？ 

   （理事回答）資料の５ページ参照してください。（以下説明） 

   （Ａ委員）このような財政状況では突発的な災害などの事業に対応できないと思われる。 

        民間でやっている肩たたきなど人件費を減らすような対策が必要ではないか？ 

   （理事回答）肩たたきは民間と違い難しい。意見として承りました。 

   （Ｂ委員）基金の残額は？ 

   （理事回答）１８年度決算では２１億であったが２０年度には６億程度となる見込み。 

         災害対応などのために使いたくないお金である。 

  ○ 保育園指定管理者制度の導入について ～子育て支援課 工藤課長（※別紙資料②により）

   （Ｃ委員）合併協議会で協議された幼稚園、保育園の問題で、西目の安い方に併せるとし 

        ていたが一気に急に進んでいったように思う。 

 （工藤課長回答）保育料は見直しに入ってきている。由利地域暫定分（３歳未満）も含め、変わ 

る予定である。 



    （Ｃ委員）臨時職員が民間になって正職員になれるのか？働く方々も精神的に安定してい 

         ないと子ども達を保育できないのでは？また、正職員も派遣職員として要請す 

         るということであるが、どうなのか？ 

 （工藤課長回答）市の保育士日額単価５，３００円で手当なし。市が雇用している臨時職員より 

         は法人の方が待遇がよい。採用条件等は必ずということはないが雇用待遇はか 

         なり良くなると思われる。正職員は市からの派遣となる。 

    （Ｃ委員）指定管理移行になれば派遣ということで実質保育士の肩をたたいていることに 

なるのでは。地元が反対すれば指定管理移行はやめるのか？市直営が一つあっ 

てもいいのでは？ 

 （工藤課長回答）正職員の給料は市から派遣した職員へ支払う。２０年に指定管理移行の亀田は 

         地元の反対はない。１月に保護者会への説明会を予定しているが充分な説明を 

         して理解してもらいたい。法人、民間でも県指導主事が来るなど、県が先にな 

         ってやっているのでサービスの低下はない。 

    （Ｄ委員）保育園の理念があるので根本的な部分を変えず、県の指導の基に実施できると 

         思う。私も民間の保育園にいましたが、民間の方が一生懸命にする自負がある。

         保育士はサービス業と言われているが、子どもを保育するため責任が大きい。 

         サービス低下にならないよう保護者に充分な説明をすることが大事。 

 （工藤課長回答）保育園の理念は引き継がれて継続していく。公立、法人、民間関係なくどちら 

も一生懸命やっている。三者会で話をしていきたい。 

    （Ｅ委員）社会福祉法人となっているがどういう法人か？亀田は決まっているのか？ 

 （工藤課長回答）基本的には公募。現状は学校法人等実際やっているところ。由利本荘市内の法 

人で公募となる。地域の有識者が集まり法人を造るのであれば応募できる。 

○ 医療制度改革に伴う特定健診について ～健康管理課 佐藤次長（※別紙資料③により） 

特に質問なし 

 

－ 休憩 －（１０分間） ～子育て支援課工藤課長、村上参事、健康管理課佐藤次長は退席 

 

４．案 件 ～進行：佐藤千秋会長 

１）由利地域旧三小学校跡地利用計画の見直し等について 

   ①内容説明 ～振興課 佐藤主査   

        ・市総合発展計画後期実施計画（H22～）の見直しが来年度から行われる予定

         であり、由利地域の大きな課題として後期計画に登載されている三小学校 

の跡地利用計画があります。先日開催された「幹事会」で、この課題を協議

会諮り、委員の皆さんの意見等を聴きながら実施できる方向を探り進めてい

きたいと考え、この案件を提案することで決定された次第です。 

※以下、別紙資料④により総合発展計画登載内容を説明。 

         ～振興課 鈴木主席参事 

          ・文化財に伴う開発行為の事前調査など、跡地の現状について説明します。 

          ※以下、別紙資料④により旧前郷小・旧鮎川小跡地の文化財について説明。 



 ②意見聴取（質疑・意見等） 

  （Ｆ委員）前郷小学校の２３年度土間体育館整備の内容は？ 

（回答）平成１４年１０月に答申があったものを登載しているだけで、詳細な事業内容 

    までは計画していない状況である。 

    （Ｇ委員）鮎川小学校の国登録文化財としてとなっているが、老朽した建物の耐震性など 

国登録としては厳しいのではないか？ 

（回答）関係機関では登録できるとの見解である。ただ利活用にかかる部分が未整備のた

    め未だ登録申請できない状態。文化財としては外観を変えることはできない。中

の利用については内部改造は出来、比較的制約が緩い。 

（Ａ委員）耐震状態は？国で登録できるのか？ 

   （回答）２１年度に耐震調査を含めた調査・設計を予定している。 

（Ｇ委員）鮎川小の校舎はどの部分を残すのか？ 

  （回答）校舎は全体を残して利活用の計画。希望があれば色々出して頂きたい。 

    （Ｃ委員）国登録文化財は一旦文化財として登録されても取り下げはできるのか？ 

         地元のニーズがないと話にならないし、事業が進んでいかないのでは？ 

         また、ここにくれば貴重な遺跡が発掘できます等、インターネット等でＰＲする

のもいいのでは？ 

    （回答）貴重な意見として承りました 

（Ｄ委員）佐々木理事からの説明でもありましたが、市財政は厳しい現状であり、合併後の

        総合発展計画に登載されている各種事業がうまくいっていないのでは？ 

        もっと内容を検討し、負債がなくなるようこれ以上増えないようバランスのとれ

た事業、つまりは市内の住民より市外県外から多く人が集まってお金を落として

いってくれるような事業を検討していくべきでは？ 

     （回答）貴重な意見として承りました。 

（Ｈ委員）鮎川小学校についての情報を地元住民の立場から現状をお知らせします。 

       石油資源開発の子会社であるエスケイ産業の小沢さんという方が、鮎川小学校に

       惚れ込んで春、夏、秋とコンサートなどをここ数年開催して下さっています。 

       私も毎回は参加していませんが、年々参加者は増えてきている状況みたいです。

    （Ｉ委員）この鮎川小学校は鮎川財産区の木を使って建てた学校である。廃校してから数年

経過しており老朽化もあり全部校舎を残すのは難しいのでは？ 

付近の川ではヤツメが捕れるので、そのようなものを活用して利活用を図ってい

くのはどうか？ 

   （佐藤会長）貴重なご意見ありがとうございました。まだまだあると思いますが、閉会の時間

         になってきましたので、この辺で案件の旧三小学校跡地利用計画の見直しの件は

終わらせていただきます。次回の協議会でも案件として提案していくことになり

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 



４．その他 ～進行：佐藤千秋会長 

  （土田福祉保健課長）白百合苑のノロウイルス発生状況について説明 

  （鈴木振興課長）市長とまちづくりを語る会（2/18 開催） 委員の皆さんの参加依頼 

  （佐藤千秋会長）今年度も協議会から要望書等を提出したいと考えている。西滝沢水辺プラザ 

          整備事業についてを考えていますが、詳細内容は幹事会で検討してよろしい 

          でしょうか？ 

   （協議会委員）異議なし 

  （佐藤千秋会長）それでは閉会のあいさつを渡邊支所長からお願いいたします。 

 

５．閉会のあいさつ （渡邊由利総合支所長） 

        本日も活発なご意見等ありがとうございました。由利地域の課題について、協議会

委員の皆様からの貴重な意見を参考に、厳しい財政状況ではありますが充分に検討

しながら良い方向を見いだしながら尽力してまいりたいと思います。 

        本日はありがとうございました。 

 

                                終了 １６：４０ 
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